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第２回常任理事会報告 

 

日 時  平成２１年５月１１日（月）午後２時～同３時１５分 

場 所  日本歯科医師会 ８０１会議室 

出席者  ＜会  長＞ 江藤一洋 

      ＜副 会 長    ＞ 住友雅人、井出吉信 

      ＜総務理事＞ 黒﨑紀正 

      ＜常任理事＞ 川添堯彬、佐藤田鶴子、山﨑芳昭、福田仁一、 

江里口 彰、寺下正道、伊藤公一、後藤滋巳、 

             栗原英見、荒木孝二、佐々木啓一 

 欠席者  ＜常任理事＞ 上西秀則 

 

 

［議長 黒﨑総務理事］ 

 

 

１．開  会 

  住友副会長より、開会の挨拶がなされた。 

 

 

２．挨  拶 

  江藤会長より、挨拶がなされた。 

 

 

３．報  告 

１）一般会務報告 

  黒﨑総務理事より、次の資料に基づき、一般会務報告がなされた。 

   □一般会務報告（平成 21年 4月 14 日～同 5月 10 日） 

   □第 1回理事会及び常任理事会報告（平成 21年 4月 14 日開催） 

   □日本歯科医学会評議員及び予備評議員名簿 
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２）会計現況報告 

  山﨑常任理事より、次の資料に基づき、会計現況報告がなされた。 

    □平成 20年度学会会計収支決算書（決算整理前） 

（平成 20年 4月 1日～平成 21年 3月 31 日） 

    □平成 20年度第 21 回日本歯科医学会学術大会会計収支決算書（決算整理前）

（平成 20年 4月 1日～平成 21年 3月 31 日） 

 

 ３）重点計画の推進 

 （1）歯科医療への学術的根拠の提供体制の構築 

  X平成 22年度診療報酬改定に向けた「医療技術評価・再評価提案書」につ

いて 

   黒﨑総務理事より、平成 22年度診療報酬改定に向けた「医療技術評価・

再評価提案書」の作成依頼学会について、資料に基づき報告。 

 

 （2）歯科医療技術革新の推進 

   江藤会長より、歯科器材の承認・認証体制を整備していく必要性が述べ

られた。 

 

 （3）学会機構改革の推進 

   特になし。 

 

 （4）専門医制度の確立 

   江藤会長より、歯科分野の専門医制度のあり方について、引き続き検討

していく旨が述べられた。 

 

 （5）国際交流の推進 

 江藤会長より、各歯科大学が抱えている留学生の数や出身国、さらには既

に帰国している者の処遇等に関する調査の実施を検討していきたい、と説明

があった。 
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 ４）平成 19年度採択日本歯科医学会プロジェクト研究報告について 

   佐藤常任理事より、標記プロジェクト研究課題（3テーマ 9題）の分担研

究報告及び収支報告書の提出があった旨資料に基づき報告。また、本研究内

容については、次号の日本歯科医学会誌内で報告される予定である旨補足説

明。 

   栗原常任理事より、日本歯科医学会として、研究成果をどのように活用

していくのか検討する必要がある、と意見があった。 

   佐々木常任理事より、本研究に係るガイドラインが作成できるよう支援

されたい、と要望があった。 

 

 ５）会長報告 

  ○江藤会長より、日歯第 2 回理事会における報告事項及び協議事項につい

て、資料に基づき報告。 

 

 ６）その他 

  ○江藤会長より、分科会雑誌の掲載内容について、タイトル、キーワード

並びに著者名を用いた検索システムの構築を検討することを資料に基づき

報告。 

   江里口常任理事より、掲載論文の内容が臨床に果たす役割について触れ

ることで、検索システムの実効や論文閲覧回数も上がると思われる、と意見

があった。 

 ○住友副会長より、先進医療専門家会議において、「歯科用 CAD・CAM シス

テムを用いたハイブリッドレジンによる歯冠補綴（全部被覆冠による歯冠補

綴が必要な重度齲蝕小臼歯に係るものに限る。）」が新たに先進医療として

承認された旨資料に基づき報告。 

 ○黒﨑総務理事より、前回常任理事会において継続審議となった本年度の

国際歯科研究学会日本部会（JADR）への助成金については 80 万円交付する

こととした旨報告。 
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４．協  議 

１）重点計画の推進 

 （1）歯科医療への学術的根拠の提供体制の構築 

   特になし。 

 

 （2）歯科医療技術革新の推進 

   特になし。 

 

 （3）学会機構改革の推進 

   特になし。 

 

 （4）専門医制度の確立 

   特になし。 

 

 （5）国際交流の推進 

  X第 97回 FDI 年次世界歯科大会への本学会代表の派遣について 

   黒﨑総務理事より、標記について資料に基づき諮られ、協議の結果、原

案通り承認。 

 

 ２）事業計画の推進 

 （1）第 45回 ISO/TC106 大阪会議への委員派遣について 

   黒﨑総務理事より、標記について資料に基づき諮られ、協議の結果、委

員を派遣することとし、人選については会長一任とされた。 

 

 （2）歯科医療安全対策委員会（院内感染対策専門小委員会）委員の推薦につ

いて 

   黒﨑総務理事より、標記について資料に基づき諮られ、協議の結果、委

員候補者を推薦することとし、人選については会長一任とされた。 

 

 （3）後援名義貸与について 

   黒﨑総務理事より、標記について資料に基づき諮られ、協議の結果、後

援名義を貸与することを了承した。 
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 （4）役員派遣について 

   黒﨑総務理事より、標記について資料に基づき諮られ、協議の結果、「第

8回日本矯正歯科協会学術大会ならびに懇親会」を除き、役員を派遣するこ

とを確認し、派遣者を決定した。 

 

 ３）その他 

  特になし。 

 

 

５．閉  会 

  井出副会長より、閉会の辞。 


